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循環型社会の促進
E10の実用化と
E100の展開

　　〜2050〜2020 　　　　　　　〜2030

一般家庭への普及
宮古島オリジナルの

EVコンバージョンの確⽴

バイオ燃料
による

新エネルギーの
活用

電気⾃動⾞
による

省エネルギーの
促進

2011

公用⾞等への普及
ＥＶコンバージョン展開
充電施設整備
実証実験、シェアリング事業

Ｅ３実用化からＥ１０へ
サトウキビ増産による農業振興

ガソリンの
全量E10化

CO2排出量
30％減

（2003年⽐）

CO2排出量
70％減

（2003年⽐）

EV⾞割合
20％

継続実施EV⾞割合
40％

継続実施E100割合
10％

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この事業は「NEDO」の補助により実施しました。 

市民 
・ エコ交通活動への取り組み 
・ エネルギー消費の意識改⾰ 
・ 環境やエネルギー教育への 

積極的な関わり 

事業者 
・ EV ビジネスの展開 
・ 各産業の連携による 

バイオエタノール事業化
・ 環境に配慮した事業の実施 

行政 
・ 率先した導⼊や展開への取り組み 
・ 事業化や普及啓発への取り組み 
・ 各種⽀援制度の創設、庁内関連

部署連携 

・ 技術実証のステージ創出
・ 関係者間の調整、協議 
・ 技術の普及、拡大 
・ エコアエイランド発展 
・ 環境活動への⽀援 

・ 環境教育、エネルギー教育 
・ ⽇常⽣活への意識づけ 
・ 情報提供、活動機会創出 
・ 環境活動への⽀援 



宮古島市の地域特性を活かした地球環境にやさしい新エネルギーの導入
 

電気⾃動⾞（ＥＶ）の普及による省エネルギーの促進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮古島市 地域新エネルギー・省エネルギービジョン      ～エコアイランド宮古島を目指してクリーンエネルギー自動車が走る～ 

目指す方向性 ①環境モデル都市⾏動計画の実現 ②地産地消の循環型社会の形成 ③持続可能なエネルギーの確保 ④産業活性化（育成）・雇用創出 

運輸部門における CO2 削減 → 省エネルギー（電気⾃動⾞）、新エネルギー（バイオ燃料）によるクリーンエネルギー⾃動⾞の普及 

EV の体験機会拡大 

まちづくりとの連携 

ＥＶコンバージョン 

◆ 技術の普及・育成、整備工
場での開発実証 

◆ 改造に関する技術基準や 

⾞検⼿続き等の対応窓⼝の 

設置 

→宮古島型の EV コンバージョン 

→島内での積極的な普及促進 

計画的な充電施設整備 

◆ ⾛⾏特性を踏まえつつ公共 

施設等への効率的な配置 

◆ 再⽣可能エネルギーの利用 

促進（太陽光・風⼒） 

→2015 年までに 20 基程度の
施設整備

→島内での積極的な普及促進

電気自動車の導入 

◆ 公用⾞、レンタカー 

◆ タクシー、路線バス 

さらに、業務用⾞両、 

一般家庭へと拡大していく 
 

→2020 年に島内⾞両の 20％ 

→2030 年に 40％まで高める 

電⼒のコントロール 

エネルギーマネジメント

◇ ＥＶに関して先進的な取り組みを展開し、ＥＶビジネス・新ビジネスの創出による 

産業振興・雇用創出を目指す！（観光、サービス、環境・エネルギー等）
◇ 宮古島産のＥＶ技術の構築により、ＥＶ社会のモデル化や島内の⾃動⾞関連 

産業の活性化を目指す！（宮古島は中古⾞市場、軽⾃動⾞が多い）

サトウキビの安定生産 

◆ 増産プロジェクト取組の推進 

◆ 経営基盤、⽣産基盤の強化 

◆ 高付加価値化に向けた取り 

組みと関係者間の理解促進 
 
→宮古島の基幹作物である 

サトウキビ農業の活性化 

Ｅ１０への展開 

◆ 実用化に向けた実証実験 

◆ 各種法規、規制等への対応
と課題の明確化

 
→2020 年までにガソリン燃料を

全量 E10 化
→E100 への対応検証 

Ｅ３事業化の推進 

◆ Ｅ３燃料の実用化 

◆ 島内全給油所への 

設備設置
 
→実証事業から実用事業化へ
→今後の E10、E100 への展開

に向けた課題等に取り組む 

サトウキビ農業と製糖業

を核とした地産地消型

の持続可能な循環社会

システム 

◇ 島内の産業振興を
目指す！ 

◇ 安定的なエネルギ
ー供給を目指す！

◇ 有価物抽出による
新事業展開を目
指す！ 

◇ 宮古島モデルの国
内外への技術移
転を目指す！ 

車載電池の有効活用 

◆ EV の蓄電池を家庭電源へ 

◆ 島内の電⼒インフラとして活用
→島しょ型スマートグリッドの構築へ

カーシェアリング 

◆ 公用⾞の一般利用体験 

◆ エコハウスでの貸し出し 

さらに、賃貸集合住宅等（公
営住宅含む）においても展開
していく 


